
は
花
%
(
2
7
6
人
中
2
1
4
人
)
一
理
解
度
は
ω
%
を
超
え
て
い
る
。

だ

っ

た

。

一

開

催

の

必

要

性

に

つ

い

て

は

「

開

情
報
化
施
工
が
必
要
な
理
由
を
一
催
し
た
方
が
良
い
」
が
「
内
容
に

一
み
る
と
、
「
品
質
の
向
上
」
「
熟
一
よ
る
」
を
若
干
上
回
っ
た
。

一
練
工
不
足
へ
の
対
応
」
が
大
半
を
一
今
後
求
め
ら
れ
る
内
容
と
し

一
占
め
、
「
コ
ス
ト
の
縮
減
」
「
安
一
て
、
情
報
化
施
工
の
動
向
や
事
例

一
全
性
の
向
上
」
.
「
工
期
の
短
縮
」
一
報
告
、
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
3
次

」

が

続

い

て

い

る

。

一

元

デ

i
タ
の
作
成
、
機
器
の
導
入

一
導
入
へ
の
課
題
は
、
情
報
化
施
一
に
か
か
る
概
算
費
用
、
支
援
制
度

一
工
の
導
入
実
績
の
有
無
に
分
け
て
一
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
挙
げ

一
質
問
を
設
定
し
て
い
る
が
、
い
ず
一
て
い
る
。

一
れ
も
「
工
事
規
模
が
小
さ
く
採
算
一

一
が
合
わ
な
い
」
「
機
器
等
の
導
入
一

一
費
用
が
高
い
」
「
採
算
が
見
込
め
一

~
北
陸
地
方
整
備
局
は
、
情
報
化
一
念
を
払
拭
で
き
ず
、
導
入
を
薦
踏
一
る
工
事
規
模
が
分
か
ら
な
い
」
で
一

一
施
工
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
一
ち
ゅ
う
ち
ょ
)
し
て
い
る
。
同
局
一
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
一

一
…
果
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
二
企
画
部
で
は
こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
一
「
か
か
っ
た
費
用
を
積
算
に
計
上
一

一
回
答
者
の
引
%
以
上
が
公
共
工
事
一
ま
え
て
、
「
北
陸
I
C
T
(情
報
一
し
て
も
ら
え
な
い
」
「
機
器
等
が
一

一
で
の
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
、
一
通
信
技
術
)
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
一
市
場
に
少
な
く
調
達
が
圏
難
で
あ
一

一
採
算
性
や
設
備
投
資
に
対
す
る
懸
一
じ
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や
施
工
技
一
る
」
「
社
内
に
情
報
化
施
工
を
熟
一

l

i

l

l

i

l

i

-

-

一
術
の
周
知
な
ど
に
引
き
続
き
努
め
一
知
し
て
い
る
技
術
者
が
い
な
い
」

プ
l

ル
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
観
客
一
て
い
く
」
考
え
だ
。
一
ご
般
化
・
実
用
化
の
普
及
イ
メ

'
席
(
1
5
0
席
)
、
更
衣
室
、
会
一
調
査
は
、
2
0
1
3
年
ロ
月
か
一
1
1
ジ
が
分
か
ら
な
い
」
と
の
意
見

…
議
室
な
ど
を
整
備
す
る
。
設
計
は
一
ら
日
年
2
月
ま
で
に
管
内
3
会
場
一
も
み
ら
れ
た
。

梓
設
計
が
担
当
し
た
。
一
で
開
い
た
同
セ
ミ
ナ
ー
で
実
施
。
一

T
S
(ト
ー
タ
ル
ス
テ
i
シ
ヨ

ル
工
期
は
2
0
1
6
年
8
月
白
日
一
国
土
交
通
省
や
自
治
体
の
発
注
機
一
ン
)
の
調
達
方
法
は
、
レ
ン
タ
ル

一
ま
で
。
一
関
、
建
設
業
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
一
と
自
社
保
有
(
購
入
合
む
)
が
二

日
一
建
設
地
は
岡
市
磯
部
町
ニ
お
一
ン
ト
、
測
量
業
、
シ
ス
テ
ム
関
連
一
分
し
て
い
る
。

一

番

。

の

企

業

を

対

象

と

し

た

。

回

答

率

一

セ

ミ

ナ

ー

で

の

情

報

化

施

工

の

情報化施工

採
算
、
設
投
が
障
壁

劃
動
劃
品
質
向
上
に
必
要

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬.建設通信
16.建設工業
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建設通信新聞


